


























































の存在について論じた。                        【第 7～8章】 
続いて、第 9～10章では＜範列条件関係＞を表す接続辞の内実をより深く追究した。第










という点では、「以上・かぎり」と「あたり・点」の中間に位置すべきである、と論じた。                
【第9～10章】 
 
表 1  ＜範列条件関係＞を表す接続辞の体系 
下位分類 該当形式 範列の在り方 構成した複文の条件性 
相反項目選択類 以上・限り 二項目 － 相反関係    強 
多項目選択類 
場合 多項目 － 同類関係    強 
あたり・点 多項目 － 同類関係    弱 
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本論「第Ⅱ部 名詞の接続辞化の機構をめぐって」（第 7章～第 10章）は、「あたり」「点」「以上」
「限り」「場合」を対象として、接続辞化の機構とその分類、接続辞体系への位置付けについて論じ
たものである。最初に、場所を表す名詞「あたり」「点」を取り上げ、両者の接続辞化の異同を明ら
かにした後、「あたり」「点」「以上」「限り」4語の接続辞化の機構を比較検討し、「範列から項目を選
択して従属節を構成する」という共通点を見出すことによって、全体を「範列条件関係」を表す接続
辞であると捉えている。その上で、「範列の在り方」から、前者 2語を「相反項目選択類」、後者 2語
を「他項目選択類」と二分することを提示している。更に、4語とは接続辞化の様相の異なる「場合」
を考察に加え、「他項目選択類」を条件性の強弱という観点から、条件性の強い「場合」と弱い「あ
たり」「点」に二分し、最終的に「範列条件関係」を表す接続辞 5語に見られる体系を提案している。 
結論（第 11・12章）は本論文の概要・結論と意義・課題について述べている。 
本論文は、上記 5語を取り上げ、それらが名詞として共通に「範囲」という意味合いを有するとい
う認識を出発点とし、従来の文法化研究とは異なったアプローチを取りつつ、接続辞化の機構とそれ
ら 5語の接続辞としての位置づけを探究したものである。取り立て助詞、一般条件接続辞（「なら」「た
ら」等）、「複合副助詞」（「～を除いて」等）などと比較することにより、上記 5語が「範列条件関係」
を表すという捉え方は斬新であり、その体系化も接続辞の研究では初めての試みである。以上の点か
ら、本論文は日本語学の複文研究、接続辞研究に新たな地平を開いたものとして高く評価される。 
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに充分な資格を有するものと認めら
れる。 
